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FACT SHEET

レイヤー2とレイヤー3のスイッチング機能を搭載したジュニパーネットワークスEX2200シリーズ 

イーサネットスイッチは、今日のハイパフォーマンス志向の企業に求められるアクセス接続要件に対
応します。プラットフォーム構成は全部で4種類。10/100/1000BASE-Tポートの数が24ポートか 

48ポートで、PoE（Power over Ethernet）給電機能の搭載/非搭載タイプがあります。なお、24ポー
トまたは48ポートのPoE給電機能搭載タイプのEX2200シリーズは、統合型ネットワーク上にある
電話機、ビデオカメラ、無線LAN （WLAN）アクセスポイントなどのネットワーク機器に電力を供給で
きる802.3af準拠のPoE機能を搭載しています。また、多重無線LAN規格「IEEE 802.11n」に準拠し
た無線アクセスポイントや、IEEE 802.3afで規定されている最大電力制限（12.95W）を超える電力
が必要になることがあるテレビ電話器に電力を供給できる802.3at*準拠のPoE+機能もサポートし
ています。

EX2200イーサネットスイッチ

ジュニパーネットワークスのイー
サネットスイッチ「EX2200シリー
ズ」は、固定構成タイプの経済的な
ソリューションです。企業の支社や
キャンパスネットワークなどのアク
セスレイヤーへの展開をサポート
します。
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その他の特長
• SFP（Small Form Factor Pluggable）トランシーバー・ギガビット
イーサネット・アップリンク×4ポートをフロントパネルに備え、アグリ
ゲーション・レイヤー・スイッチなど上流のデバイスに高速接続が可能

• 電源とアップリンクポートを一体化し、容易な運用を実現

• 省電力化、ファンの低騒音化、10インチ（25.4cm）幅のコンパクトなフッ
トプリントにより、環境に優しい柔軟な展開を実現

• レイヤー2プロトコルだけでなく、RIPおよびスタティックルーティングな
どのレイヤー3プロトコルにも対応

• ライセンス*を拡張することにより、OSPF、IGMP v1/v2/v3、PIMなどの
レイヤー3プロトコルの利用が可能（オプション）

• ジュニパーネットワークス Junos®オペレーティング・システムのリリース
体系が一本化されているため、制御プレーンの機能の実装に一貫性を
確保

• Junos OSはモジュラー型のため、プロトコルのいずれかの機能に障害
が発生してもスイッチの再起動を回避可能

• 単一のアプリケーションであるジュニパーネットワークスNetwork and 

Security Manage（NSM）で管理

• ジュニパーネットワークス統合型アクセス・コントロール（UAC）の統合に
より、ユーザー単位のアクセス・コントロールおよびポリシー実行を実現

• 工場に返品してスイッチを交換できるハードウェアリミテッド・ライフタ
イム保証を提供

• Webインタフェース（J-Web）を搭載

• 単一のアプリケーションであるジュニパーネットワークスNetwork and 

Security Manage（NSM）で管理

• ハードウェアリミテッド・ライフタイム保障

Junos®オペレーティング・システム
EX2200シリーズのJunos OSは、ジュニパーネットワークスEXシリーズイー
サネットスイッチだけでなく、ジュニパーネットワークスのルーターやジュニ
パーネットワークスSRXシリーズ サービス・ゲートウェイで使用されている
Junos OSと同じOSです。ジュニパーネットワークスでは、全製品でOSを共
通化することにより、制御プレーンの機能の実装・動作に一貫性を持たせて
います。このJunos OSの一貫性を維持するため、ソースコードの統一や、四
半期ごとに発表する一元的なリリース体系のほか、単一箇所の障害によるシ
ステム全体のダウンを防止する高可用性モジュラー式アーキテクチャの採用
など、きわめて厳格な開発プロセスにこだわっています。

こうした特長は、Junosの真価を引き出すうえで不可欠です。この特長を守
り続けているからこそ、Junosの新バージョンリリース時に、Junos OS対応
の全製品が同時にアップデートされるのです。全機能について、もれなく回
帰エラーテストを実施し、新バージョンリリースのたびに旧バージョンの完
全な上位セットとなるよう万全を期しています。この結果、すべての機能が
維持され、従来と同じように動作します。 

保障
EX2200は、ハードウェアリミテッド・ライフタイム保障があるため、最初の
購入者が製品を保有している場合に限り、スイッチハードウェアを工場に返
品して交換することができます。なお、電源とファントレーの保障期間は5年
です。詳細については、www.juniper.net/support/warranty/をご覧く
ださい。

イーサネットスイッチ「EX2200シリーズ」

SKU アクセスポート構成

EX2200-24T-4G SFP対応のギガビットイーサネット・アップリンク・ポー
トを4個搭載した24ポート10/100/1000BASE-Tイー
サネットスイッチ

EX2200-24P-4G PoE給電機能とSFP対応のギガビットイーサネッ
ト・アップリンク・ポートを4個搭載した24ポート
10/100/1000BASE-Tイーサネットスイッチ

EX2200-48T-4G SFP対応のギガビットイーサネット・アップリンク・ポー
トを4個搭載した48ポート10/100/1000BASE-Tイ
ーサネットスイッチ

EX2200-48P-4G PoE給電機能とSFP対応のギガビットイーサネッ
ト・アップリンク・ポートを4個搭載した48ポート
10/100/1000BASE-Tイーサネットスイッチ

イーサネットスイッチ「EX2200シリーズ」の仕様 

寸法（幅×高さ×奥行）
• 幅： 17.4インチ（44.1cm）- デスクトップ設置用  

 17.6インチ（44.6cm）- ラックマウント・ブラケット付き

• 高さ： 1 RUの高さ：1.75インチ（4.452cm）

• 奥行： 10インチ（25.43cm）

重量
• EX2200-24T：6lb（2.7kg）

• EX2200-24P：8lb（3.6kg）

• EX2200-48T：8lb（3.6kg）

• EX2200-48P：10lb（4.5kg）

動作環境
• 動作時温度範囲：32˚F～113˚F（0℃～45℃）

• 保管時温度範囲：-40˚F～158˚F（-40℃～70℃）

• 動作時高度：10,000フィート（3,048m）

• 非動作時高度：16,000フィート（4,877m）

• 相対湿度範囲（動作時）：10%～85%（結露しないこと）

• 相対湿度範囲（非動作時）：0%～95%（結露しないこと）

電源オプション

モデル 最大電力消費（POEなし） POE使用時の最大電力消費

EX2200-24T-4G 50 W AC 0

EX2200-24P-4G 60 W AC 405 W

EX2200-48T-4G 76 W AC 0

EX2200-48P-4G 91 W AC 405 W

冷却
• 気流：

 - 24T/48T: 11 cfm

 - 24P/48P: 16.4 cfm

 

* ロードマップ
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ハードウェア仕様
• スイッチングエンジン方式：ストア・アンド・フォワード

• DRAM：512MB

• Flash：1GB 

• CPU：800MHz ARM CPU 

• システム当たりのGbEポート密度：

 - 24P/24T：28（ホストポート×24 + 4ポートGbEアップリンク）

 - 48P/48T：52（ホストポート×48 + 4ポートGbEアップリンク）

光インタフェース 

• 100Mbps光インタフェース/コネクタータイプ：100BASE-FX SFP（マ
ルチモード）とBX（シングルストランド）をサポートするLC SFP光インタ
フェース

• 10/100/1000BASE-Tコネクタータイプ：RJ-45

• G b E  S F P光インタフェース/コネクタータイプ：R J - 4 5、または
1000BASE-T SFP、SX（マルチモード）、LX（シングルモード）、LH/ZX 

（シングルモード）をサポートするLC SFP光インタフェース

物理レイヤー 

• 物理ポート冗長化：RTG（Redundant trunk group）

• TDR（Time Domain Refl ectometry）による断線・短絡検知

• Auto MDI/MDIXサポート

• 10/100/1000BASE-Tポートでのポート速度ダウンシフト/最大公称
速度の設定

パケットスイッチング機能 

• 24P/24T：56Gbps 

• 48P/48T：104Gbps

レイヤー2スループット（Mpps）
• 24P/24T：41.7Mpps（ワイヤスピード） 

• 48P/48T：77.4Mpps（ワイヤスピード）

レイヤー2スイッチング
• システム当たり最大MACアドレス数：8,000

• スタティックMACエントリー数：8,000

• ジャンボフレーム： 9216バイト

• VLAN数：1,024

• ポートベースVLAN

• MACベースVLAN

• 音声VLAN

• PVST+準拠

• RVI（Routed VLAN Interface）

• IEEE 802.1AB：Link Layer Discovery Protocol (LLDP)

• LLDP-MED（VoIP統合）

• IEEE 802.1D：Spanning Tree Protocol

• IEEE 802.1p：CoS prioritization

• IEEE 802.1Q：VLAN tagging

• IEEE 802.1s：Multiple instances of Spanning Tree Protocol

（MSTP）

• サポート可能なMSTインスタンス数：64

• IEEE 802.1w：Rapid Spanning Tree Protocol

• IEEE 802.1X：Port Access Control

• IEEE 802.3：10BASE-T

• IEEE 802.3u 100BASE-T

• IEEE 802.3ab：1000BASE-T

• IEEE 802.3z：1000BASE-X 

• IEEE 802.3af：Power Over Ethernet

• IEEE 802.3x：Pause Frames/Flow Control

• IEEE 802.3ad：Link Aggregation Control Protocol

• IEEE 802.3ah: Ethernet in the First Mile

レイヤー3機能：IPv4

• 最大ARPエントリー数：2,000

• ハードウェアの最大IPv4ユニキャストルート数：6,500

• ルーティングプロトコル：RIPv1/v2

• スタティックルーティング

RFC

• RFC 2925 MIB for Remote Ping, Trace

• RFC 1122 Host Requirements

• RFC 768 UDP

• RFC 791 IP

• RFC 783 TFTP 

• RFC 792 ICMP

• RFC 793 TCP

• RFC 826 ARP

• RFC 894 IP over Ethernet

• RFC 903 RARP

• RFC 906 TFTP Bootstrap

• RFC 1027 Proxy ARP

• RFC 2068 HTTP server

• RFC 1812 Requirements for IP Version 4 Routers

• RFC 1519 CIDR

• RFC 1256 IPv4 ICMP Router Discovery（IRDP）

• RFC 1058 RIP v1

• RFC 2453 RIP v2

• RFC 1492 TACACS+

• RFC 2138 RADIUS Authentication

• RFC 2139 RADIUS Accounting

• RFC 3579 RADIUS EAP support for 802.1x

• RFC 5176 Dynamic Authorization Extensions to RADIUS

• RFC 2267 Network Ingress Filtering

• RFC 2030 SNTP, Simple Network Time Protocol 

• RFC 854 Telnet client and server

• RFC 951, 1542 BootP

• RFC 2131 BOOTP/DHCP relay agent and DHCP server

• RFC 1591 DNS

• RFC 2474 DiffServ Precedence（8×キュー/ポートを含む）

• RFC 2598 DiffServ Expedited Forwarding（EF）

• RFC 2597 DiffServ Assured Forwarding（AF）

• LLDP Media Endpoint Discovery（LLDP-MED）, ANSI/TIA-1057, 

draft 08
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セキュリティ
• MAC制限

• MACアドレスの許可 - ポート別に設定可能

• DAI（Dynamic ARP Inspection）

• Proxy ARP

• スタティックARPサポート

• DHCPスヌーピング

• IPソースガード

• 802.1X ポートベース

• 802.1X マルチサプリカント

• 802.1X、VLAN割り当て機能付き

• 802.1X 認証迂回アクセス機能（MACアドレスバイパス）

• 802.1X VoIP VLANサポート

• RADIUS属性に基づく802.1XダイナミックACL

• 802.1XでサポートするEAPタイプ：MD5、TLS、TTLS、PEAP

ACL（アクセス・コントロール・リスト）（Junosソフトウェア・ファイアウォー
ル・フィルタ）
• ポートベースACL（PACL）- 受信

• VLANベースACL（VACL）- 受信・送信

• ルーターベースACL（RACL）- 受信・送信

• システム当たりのハードウェアのACE（ACLエントリー）：1,500

• 拒否パケットのACLカウンタ

• 許可パケットのACLカウンタ

• リスト中のACLエントリーの追加・削除・変更機能（ACL編集）

• レイヤー2-4 ACL

• TNC認定

• スタティックMAC認証

• MAC-RADIUS

• 制御プレーンDoS攻撃防御 

高可用性
• 外部冗長電源（RPS）オプション*

リンクアグリゲーション
• 802.3ad（LACP）サポート：

 - サポート可能なLAG数：32

 - LAG当たり最大ポート数：8

• LAG負荷分散アルゴリズム - ブリッジド・ユニキャスト・トラフィック：

 - IP：S/D MAC、S/D IP

 - TCP/UDP：S/D MAC、S/D IP、S/Dポート

 - Non-IP：S/D MAC

• LAG負荷分散アルゴリズム - ルーテッド・ユニキャスト・トラフィック：

 - IP：S/D IP

 - TCP/UDP：S/D IP、S/Dポート

• LAG負荷分散アルゴリズム - ブリッジド・マルチキャスト・トラフィック：

 - IP：S/D MAC、S/D IP

 - TCP/UDP：S/D MAC、S/D IP、S/Dポート

 - Non-IP：S/D MAC

• LAG負荷分散アルゴリズム - ルーテッド・マルチキャスト・トラフィック：

 - IP：S/D IP

 - TCP/UDP：S/D IP、S/Dポート

• LAGでのタグ付きポートのサポート

QoS（サービス品質）
• レイヤー2 QoS

• レイヤー3 QoS

• 受信ポリシング：1レート、2カラー

• ポート当たりハードウェアキュー数：8

• スケジューリング方法（送信）:  絶対優先（SP)、SDWRR（Shaped 

Deficit Weighted Round-Robin）

• 802.1p、DSCP/IP Precedence trust and marking

• レイヤー2-4分類基準：インタフェース、MACアドレス、イーサタイプ、
802.1p、VLAN、IPアドレス、DSCP/IP Precedence、TCP/UDPポート
番号ほか

• 輻輳回避機能：テールドロップ

マルチキャスト
• IGMPスヌーピング・エントリー数：1,000

* ロードマップ
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サービス・管理方式
• Junos CLI 

• Webインタフェース（J-Web）

• 帯域外管理：シリアル; 10/100BASE-Tイーサネット

• ASCII設定

• レスキュー設定

• 設定ロールバック

• イメージロールバック

• エレメント管理ツール: Network and Security Manager（NSM）

• AIS（Advanced Insight Solutions）による事前対応型のサービスサ
ポート

• SNMP：v1、v2c、v3

• RMON (RFC 2819) Groups 1、2、3、9

• NTP

• DHCPサーバー

• DHCPクライアント、DHCPプロキシ

• DHCPリレー/ヘルパー

• RADIUS認証

• TACACS+認証

• SSHv2

• Secure copy

• HTTP/HTTPs

• DNSリゾルバ

• Syslogロギング

• 温度センサー

• FTP/Secure copyによる設定バックアップ

MIB

• RFC 1155 SMI

• RFC 1157 SNMPv1

• RFC 1905 RFC 1907 SNMP v2c, SMIv2 and Revised MIB-II

• RFC 2570 - 2575 SNMPv3、ユーザー・ベース・セキュリティ、暗号化、
認証

• RFC 2576 Coexistence between SNMP Version 1, Version 2 and 

Version

• RFC 1212、RFC 1213、RFC 1215 MIB-II、Ethernet-Like MIB & 

TRAPs

• RFC 2578 SNMP Structure of Management Information MIB

• RFC 2579 SNMP Textual Conventions for SMIv2 

• RFC 2925 Ping/Traceroute MIB

• RFC 2665 Ethernet-like interface MIB

• RFC 1643 Ethernet MIB

• RFC 1493 Bridge MIB

• RFC 2096 IPv4 Forwarding Table MIB

• RFC 2011 SNMPv2 for internet protocol using SMIv2

• RFC 2012 SNMPv2 for transmission control protocol using 

SMIv2

• RFC 2013 SNMPv2 for user datagram protocol suing SMIv2

• RFC 2863 Interface MIB 

• RFC 3413 SNMP Application MIB

• RFC 3414 User-based Security model for SNMPv3

• RFC 3415 View-based Access Control Model for SNMP

• RFC 3621 PoE-MIB（PoEスイッチのみ）

• RFC 1724 RIPv2 MIB

• RFC 2863 Interface Group MIB

• RFC 2819 RMON MIB

• RFC 2287 System Application Packages MIB

• RFC 4188 STP & Extensions MIB

• RFC 4363 Definitions of Managed Objects for Bridges with 

Traffic Classes, Multicast Filtering and VLAN extensions

• RFC 2922 LLDP MIB

• Draft – Blumenthal – aes – usm - 08

• Draft - reeder - snmpv3 - usm - 3desede -00

トラブルシューティング
• デバッグ：コンソール、telnet、SSHからのCLI

• 診断：Show、debugコマンド、統計データ

• トラフィックミラーリング（ポート)

• トラフィックミラーリング（VLAN)

• ACLベースミラーリング

• システム当たりのミラーリングの宛先ポート数：1

• LAGポート監視

• 複数の宛先ポートを1つのミラーにモニタリング（N:1)

• 最大ミラーリングセッション数：1

• リモートの宛先にミラーリング（L2経由)：宛先VLAN×1

• IPツール：拡張ping、拡張trace

• ジュニパーネットワークスのコミット&ロールバック機能

保障
• ハードウェアリミテッド・ライフタイム保障

安全規格
• UL-UL60950-1（First Edition）

• C-UL to CAN/CSA 22.2 No.60950-1（First Edition）

• TUV/GS to EN 60950-1, Amendment A1-A4, A11

• CB-IEC60950-1、国ごとの違いに対応

電磁気適合性規格
• FCC 47CFR Part 15 Class A

• EN 55022 Class A 

• ICES-003 Class A

• VCCI Class A

• AS/NZS CISPR 22 Class A

• CISPR 22 Class A

• EN 55024

• EN 300386

• CE

環境規制
• Reduction of Hazardous Substances（ROHS）6
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ノイズ仕様
• ノイズは、ISO 7779（音響-情報技術装置から放射される空気伝搬騒音
の測定）に従って、動作温度23℃で運用テストを行い、機器正面のバイス
スタンダ位置で測定しました。

Telco

• CLEIコード

ジュニパーネットワークスについて
ジュニパーネットワークスは、ハイ・パフォーマンス・ネットワーキングのリー
ダーです。サービスおよびアプリケーションの一元化されたネットワークに
おける展開を加速するのに不可欠な、即応性と信頼性の高い環境を構築
するハイ・パフォーマンスなネットワーク・インフラストラクチャを提供する
ジュニパーネットワークスは、お客様のビジネス・パフォーマンスの向上に
貢献します。ジュニパーネットワークスに関する詳細な情報は、以下のURL 

でご覧になれます。

http://www.juniper.net/jp/


